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研究成果の概要（和文）：　今年度の研究実績として、二本の柱がある。三年間継続して行ってきたジェフリー・キー
ティング(Geoffrey Keating)が著したForas Feasa ar Eirinn(以下Foras Feasa)の解読と、2014年秋に開いたタイグ・
オドゥーラニャ氏を講師とするセミナーである。
 また、今期科研費を使用していないものの、掲げたテーマ「アイルランド語文献と音声資料による近代アイルランド
言語文化の多角的研究」に含みうる活動として、梨本邦直をプロジェクト代表とするブライアン・メリマン著『真夜中
の法廷』の解説付き訳書の編集・出版がある。これは、英訳を除けば、世界で二例目の業績となった。

研究成果の概要（英文）： In the last year of the current term Kyoto Society for the Research of the Irish 
Language and Literature has focused on the two research projects: one is the textual criticism of 
Geoffrey Keating’s Foras Feasa ar &#201;irinn, and the other is Dr. Tadhg &#211; D&#250;shl&#225;ine’s 
Seminar Series on the text. The latter was held in October, 2014.
 In addition, although not using Grants-in-Aid for Scientific Research, our society has been engaged in 
the annotated translation of Brian Merriman’s C&#250;irt an Mhe&#225;n O&#237;che into Japanese with 
multiperspective analysis. This was the last stage of our long-termed thematic work, and with Nashimoto 
Kuninao as the project leader fruited to be the second publication in the history of its translation 
except for the English versions.

研究分野： W. B. Yeatsを入り口として、アイルランド文学、文化
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俗伝承　神学的解釈　17世紀ヨーロッパ
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
京都アイルランド語研究会が平成 15-17, 

18-20 年度に受けた科学研究費補助金による
研究結果として出版し文法書『アイルランド
語文法―コシュ・アーリゲ方言』と論文集『今
を生きるケルト』は、日本におけるアイルラ
ンドおよび連合王国域の研究に画期的な進
歩をもたらすものであった。また、本研究会
は、アイルランド語詩人ヌーラ・ニゴーノル
を招いて朗読会を開き、アイルランド語文学
研究者リーァム・オムルフーを招聘してセミ
ナーと公開講演を開いた。これらの活動の継
続として、18 世紀の アイルランド語資料の
うち、多角的な、かつ包括的な研究に資する
と思われるブライアン・メリマンの詩『真夜
中の法廷 (Cúirt An Mheon-Oíche、以下
Cúirt))』を選び出し、英語を通じての間接的
研究では見逃されてきた現代の言語状況、文
化状況を把握することにした。その結果、平
成 21-23 年度においては、『真夜中の法廷』
について a 梗概 b 日本語訳 c 文法分析 
d語彙分析 e意味解釈注解 f韻律分析 g18 
世紀の詩の伝統とアイルランド社会史がお
おむね形を成した。 
 国内のアイルランド研究の全体的動向に
ついて目を向ければ、現在では、さまざまな
グループが多様な形で共同研究を行なって
いる。日本アイルランド協会学術部による文
学研究や歴史研究の例会は、東京においてま
すます盛んであるし、関西アイルランド研究
会も、本部である日本アイルランド協会同様
に、文学研究の発表と歴史研究の発表を同時
に行い、双方の学問領域から知見を与えあう
仕事を継続している。共同研究によってアイ
ルランド研究の学際性を高める動きは、アイ
ルランド学においてはほぼ当然のこととな
ってきている。しかし、研究対象となってい
る学術資料が、残念ながら英語ほか有力な(す
なわち話者の多い)言語世界から採られたも
のに限られている。 
こうした状況をかんがみ、平成 24 年度か

らの 3 年間は、『真夜中の法廷』の公刊を目
指すのは当然のこととして、アイルランド、
ブリテン諸島、さらにはヨーロッパ大陸にま
で関わる資料の精査を進めることとした。 
 
２．研究の目的 
 
アイルランド語による一次資料を研究対

象とすること、可能な限り多角的かつ総合的
な視点から考察すること。平成 24-26 年度、
京都アイルランド語研究会は、これまでの約
10 年間の活動を土台にして、これらを基軸に
した文化研究をいっそう推し進め、わが国の
アイルランド研究にさらなる貢献をするた
めに、ジェフリー・キーティング(Geoffrey 
Keating 、アイルランド語名 Seathrún 
Céitinn)が著した物語的歴史の書『アイルラ
ンド史』(Foras Feasa ar Éirinn、以下 Foras 

Feasa) の解読を活動の中心に据えることと
した。 
 そもそも、アイルランド語は、ギリシャ語
ラテン語を除けば最も古くからヨーロッパ
について記録している言語である。19 世紀の
イングランドではケルト的周縁 (Celtic 
Fringe)に暮らす反逆者の言葉として規定さ
れたが、現在では、ヨーロッパ史を古層から
見直すための道具として認知されている。ま
た、従来はアイルランド文学の範疇に含めら
れてきたものまで歴史資料として見直す傾
向が生まれてきているが、ウェールズ人ジラ
ル ド ゥ ス ・ カ ン ブ レ ン シ ス (Giraldus 
Cambrensis)がイングランドに植え付けたア
イルランドに関する誤った物語を解体しよ
うとした Foras Feasa は、この動きの先駆け
と言える。このように、アイルランド語によ
る媒体を一次資料として用いれば、アイルラ
ンドのみならずヨー ロッパ全体にもおよぶ
歴史の組み替えの可能性が予見される。 
 Foras Feasa の筆者キーティングは、アイ
ルランド出身のカトリック神父であり、歴史
家であり、詩人である。チューダー朝イング
ランドの圧政を逃れてフランスのボルドー
へと船出した彼は、当時ヨーロッパ各地で整
い始めたアイリッシュ・カレッジのネットワ
ークで学ぶことを企図していた。ボルドー 
で神学博士となって故郷へ帰り、死の約 10 
年前 1630 年頃に代表作 Foras Feasa を著
した。が、それは 当局によって印刷を許さ
れず、手稿のまま回覧された。のち 1660 年
に『カンブレンシスを駁す』(Cambrensis 
Eversus)の著者リンチ(John Lynch)により
ラテン語訳がなされ、1723 年に不完全な英
語訳がなされ、1902-14 年にようやくロンド
ンの Irish Texts Society よりコミン (D. 
Comyn)およびディニーン(P. S. Dinneen)の
手になる 4 巻の完本が刊行された。内容は、
古代からアングロ・ノルマンの侵入に至るま
でのアイルランドの歴史を語ったものであ
る。中世アイルランド語の写本から、地名伝
承、古典詩、系図、古代アイルランド諸侯の
偉業を織り込み、その美しい文体により近代
アイルランド語散文体の範とされてきた。ま
た、17 世紀に芽生えてきたアイルランドの
独立運動に対して歴史的なコンセプトを提
供するという意味でも大きな影響を及ぼし
た。そのほか、物語の庫として Foras Feasa 
は、国民性(nationality)の理解が再び社会の
争点となる 19世紀から 20世紀初頭のケルト
民族復興の時代に、所収の神話的物語が、再
話作品の素材となった。 17 世紀アイルラン
ドについては、アイルランド語の文化がどの
ようなものであったのか、日本ではあまり知
られていない。Foras Feasa は、その後 18
世紀に書かれた Cúirt 同様に、ともすれば
安易な二項対立で解釈の枠組みを作ってき
たこれまでのアイルランド理解を創造的に
批判し、真の学術的アイルランド研究を展開
する上で枢要である。これらから始まる精査



が、時代を下って 19 世紀から現代、あるい
は遡って 15 世紀以前のアイルランド、ひい
てはヨーロッパ文化圏の理解に向け、問いの
射程を広げるもの、と考える。 
 
３．研究の方法 
 
『真夜中の法廷』の訳注過程において、年

に数回京都で研究会を開き、研究会場におい
て PC とプロジェクターを利用して、訳注の
担当者が英語訳、日本語訳を提示し、それを
研究方法を異にする参加者全員で検討し、そ
れぞれの見地から注を付す、という研究の進
め方が定着した。研究会が終われば、進行分
をデジタルファイルにまとめて速やかにメ
ーリング・リストを通して会員全員に配布す
る。欠席者もこの時点で情報を共有できる。
この方法を踏襲する。 
ただし、アイルランド語のテキストとその

周辺の一次資料は、わが国では入手不可能な
ものが多い。視覚・聴覚資料は特にその傾向
が強い。二次資料で代替することを避けたい
ので、研究代表者・研究分担者・連携研究者
の中から年に 2 名がアイルランド、ブリテン、
あるいはかつてアイルランド人の大陸にお
ける活動拠点であったところで資料収集、調
査を行う。なお、研究期間内に少なくともひ
とり海外よりゲスト講師を迎え、研究会のさ
らなる学際性を確保し、課題の先進化を図り
たい。 
 
４．研究成果 
 
 オズボーン・バーギン(Osborn Bergin)によ
る教科書版とコーク大学のデジタル・アーカ
イブ C.E.L.T.が提供する版を参考に、定本と
言えるコミン、ディニーン版を読み進めてき
た。抜粋ではあるが、『真夜中の法廷』同様
に 

a 日本語訳 b 文法分析 c 語彙分析  
e 学際的な意味注解  

が進んでいる。先は見えていないが、公刊に
向けて着実に資料が集積しつつある。 
 タイグ・オドゥーラニャ教授によるセミナ
ーが Foras Feasa の理解を深めた。同氏は東
北、東京でも刺激的な講演をされたが、ホテ
ルコープイン京都での 2 日間(2014 年 10 月
18 日、19 日)は、京都アイルランド研究会に
とって画期的な時間となった。 
 なお、梨本邦直をプロジェクト代表として
『真夜中の法廷』公刊計画が進められ、2014
年 11 月、英語訳以外ではドイツ語訳に続き
世界で 2 例目、135 年振りという翻訳が出版
されるに至った。語彙集、多様な視点からの
解説、注解、さらには文法構造を示すための
英訳まで加えた 3 言語版である。アイルラン
ド本国で高く評価され、アイルランドの高級
紙 The Irish Times がわざわざ取り上げるこ
ととなった。 
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